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写真：マルス穂坂ワイナリー竣工記念式典・展望テラスから撮影

（P4.5参照）

韮崎の新たな富士山絶景スポット　　
　　　　　　マルス穂坂ワイナリー

富士山と甲府盆地を一望　赤ワインの丘にワイナリー
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マルス穂坂ワイナリー特集

本坊酒造株式会社

 マルス穂坂ワイナリー
　　　　　　　オープン

　

市
で
は
、
穂
坂
産
の
ワ
イ
ン
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
「
赤
ワ
イ

ン
の
丘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
、
笛
吹
市
石
和
町
で
ワ
イ

ナ
リ
ー
を
運
営
す
る
本
坊
酒
造
株

式
会
社
を
誘
致
し
ま
し
た
。
11
月

25
日
（
土
）
に
は
完
成
し
た
「
マ

ル
ス
穂
坂
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
の
竣
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
は
、
本
坊
和
人
社
長

や
内
藤
久
夫
市
長
を
は
じ
め
約

１
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
穂
坂
町
上

今
井
地
区
の
１
２
，
９
１
２
㎡
も

の
広
さ
の
敷
地
に
醸
造
棟
と
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

醸
造
棟
に
は
、
圧
搾
機
や
ス
テ

ン
レ
ス
製
発
酵
タ
ン
ク
な
ど
を
設

置
し
、
平
成
31
年
か
ら
稼
動
を

始
め
ま
す
。
穂
坂
産
を
含
む
約

４
５
０
ｔ
の
ぶ
ど
う
を
醸
造
す
る

計
画
で
す
。

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
、
窓

か
ら
富
士
山
を
望
む
セ
ミ
ナ
ー
ル

ー
ム
や
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
限
定
の
穂

坂
産
ワ
イ
ン
や
本
坊
酒
造
製
造
の

ワ
イ
ン
を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
と

ワ
イ
ン
バ
ー
が
あ
り
、
地
元
産
ワ

イ
ン
を
発
信
す
る
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

竣
工
式
で
本
坊
社
長
は
「
こ
こ

穂
坂
は
日
本
で
も
有
数
の
日
照
時

間
の
長
い
地
域
で
あ
り
、
良
い
ぶ

ど
う
が
育
ち
ま
す
。
良
い
ワ
イ
ン

は
良
い
ぶ
ど
う
が
つ
く
る
。
地
域

に
根
ざ
し
た
ワ
イ
ン
造
り
で
、
地

域
の
方
々
が
誇
れ
る
、
地
域
に
貢

献
で
き
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。」 

と
話
し
ま
し
た
。

　

内
藤
市
長
は
「
穂
坂
産
の
ぶ
ど

う
を
使
っ
て
、
穂
坂
の
地
で
醸
造

し
た
ワ
イ
ン
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、
韮
崎
市
に
と
っ
て
も
画
期

的
な
こ
と
で
す
。
今
後
は
、
マ
ル

ス
穂
坂
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
中
心
に
穂

坂
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
施
設
に

な
り
、
多
く
の
方
が
韮
崎
を
訪
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

▲ビジターセンター前でテープカットを行う様子

富士山と甲府盆地を一望
　　赤ワインの丘にワイナリー
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　　マルス穂坂ワイナリー特集

マルス穂坂ワイナリー

穂坂自然公園
ふれあいセンター

昇仙峡ライン

穂坂小

看板あり

宮久保

至 長坂 至 甲府

鳥ノ小池西

中央自動車道 韮崎 IC
　韮崎
インター北

マルス穂坂ワイナリー
■所在地

　韮崎市穂坂町上今井８ｰ１（右図参照）

■営業時間

　 ３月～ 11 月　  9：00 ～ 17：00
　12 月～  ２月　10：00 ～ 16：00
　※休業日：年中無休
　　（年末年始12月29日～１月３日のみ休業、
　　臨時休業日あり）

■問い合わせ

　マルス穂坂ワイナリー　☎ 0551ｰ45ｰ8511

ショップ ウッドデッキから見たビジターセンター

ワインバー 醸造棟内部

セミナールームから見る富士山 発酵タンク
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予防接種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が

非
常
に
強
く
、
高
熱
や
関
節
痛
な

ど
の
全
身
に
症
状
が
出
る
の
が
特

徴
で
す
。
ま
た
、
気
管
支
炎
や
肺

炎
を
併
発
し
重
症
化
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
予
防
に
努
め
、

感
染
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
感
染
し

た
場
合
に
は
周
囲
の
人
に
う
つ
さ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ど
の
よ
う
に
予
防
す
る
の
？

①
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
実
施

・
咳
や
く
し
ゃ
み
が
出
た
ら
他
の 

　

人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ
ス

　

ク
の
着
用
を
徹
底
す
る
。

・
鼻
汁
や
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ

　

ッ
シ
ュ
は
、
す
ぐ
に
ふ
た
付
き

　

の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
。

②
手
洗
い
う
が
い
の
徹
底

・
外
出
先
か
ら
帰
宅
し
た
際
は
、

　

手
洗
い
う
が
い
を
す
る
。

③
流
行
し
た
際
の
行
動
は
？

・
不
用
意
な
外
出
は
で
き
る
限
り

　

避
け
る
。

・
外
出
時
に
は
必
ず
マ
ス
ク
を
着

　

用
す
る
。

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
食
事

　

や
十
分
な
睡
眠
を
と
る
。

・
室
内
環
境
（
温
度
や
湿
度
）
を

　

調
整
す
る
。

☆
予
防
接
種
費
用
の

　

助
成
制
度
の
ご
利
用
を

■
対
象
者

　

接
種
日
現
在
65
歳
以
上
の
方

（
接
種
の
際
に
は
送
付
し
た
予
診

票
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
高
度
な

障
害
が
あ
る
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
希
望
の
方
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
参
し
保
健
課
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
接
種
費
用

　

医
療
機
関
に
よ
り
費
用
が
異
な

り
ま
す
が
、
２
，
５
０
０
円
ま
で

は
市
が
負
担
し
ま
す
。

※
２
，
５
０
０
円
を
超
え
る
差
額

　

は
、
医
療
機
関
窓
口
に
て
自
己

　

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
実
施
期
間
及
び
指
定

医
療
機
関
以
外
で
接
種
の
場
合
は

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

１
月
31
日
（
水
）
ま
で

　

医
療
機
関
等
詳
細
に
つ
い
て
は

広
報
10
月
号
Ｐ
７
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　

肺
炎
球
菌
感
染
症
と
は
、
肺
炎

球
菌
と
い
う
細
菌
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。
こ
の
菌

は
、
主
に
気
道
の
分
泌
物
に
含
ま

れ
唾
液
な
ど
を
通
じ
て
飛
沫
感
染

し
ま
す
。
早
期
に
予
防
接
種
を
実

施
し
、
肺
炎
の
発
症
及
び
重
症
化

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
予
防
接
種
費
用
の

　

助
成
制
度
の
ご
利
用
を

■
対
象
者

　

平
成
30
年
３
月
31
日
の
時
点
で
、

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
の
方
が

定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
接
種
の
際
に
は
送
付
し
た
予
診

票
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

方
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
に
高
度
な

障
害
が
あ
る
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
希
望
の
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
参
し
保
健
課
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

※
任
意
接
種
で
す
で
に
肺
炎
球
菌

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
方

　

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
接
種
費
用

　

１
／
２
負
担
（
上
限
４
，
０
０

０
円
で
１
０
０
円
未
満
切
捨
て
）

　

た
だ
し
、
実
施
期
間
及
び
指
定

医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
の
場
合

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間

　

３
月
31
日
（
土
）
ま
で

　

医
療
機
関
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
66
歳
以
上
の
方
で
本
年
度
接
種

　

対
象
外
の
方
に
も
、
接
種
費
用

　

の
一
部
助
成
を
継
続
し
て
行
っ

　

て
お
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
事
前
に
申
請
が
必
要

　

で
す
の
で
、
必
ず
接
種
す
る
前

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課 

健
康
増
進
担
当　

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
高
齢
者
各
種
予
防
接
種
は
お
済
で
す
か
？

日
本
脳
炎
の

　

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
接

種
後
に
重
い
病
気
に
な
っ
た
事

例
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度

ま
で
、
積
極
的
な
勧
奨
を
差
し

控
え
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
７
年
度
か

ら
18
年
度
に
生
ま
れ
た
方
は
予

防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逃
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
母
子

健
康
手
帳
等
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
保
健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
18
歳
と
な
る
方
（
平

成
11
年
度
生
ま
れ
の
方
）
に
つ

き
ま
し
て
は
、
第
２
期
接
種
の

ご
案
内
を
５
月
中
に
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
公
費
接
種
期
間
や
接
種
間
隔

　

等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
保
健

　

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

　

な
お
、
接
種
の
際
に
は
事
前

に
医
療
機
関
に
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課 

健
康
増
進
担
当

☎
２
３ｰ

４
３
１
０
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確定申告
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確
定
申
告
時
で
は
な
く
、
必
ず

事
前
の
相
談
会
に
お
越
し
く
だ

さ
い
！

　

確
定
申
告
の
期
間
中
は
申
告
会

場
が
混
雑
す
る
た
め
、
こ
の
「
譲

渡
の
お
尋
ね
」
を
受
け
て
い
な
い

方
は
、
２
月
か
ら
行
わ
れ
る
市
の

「
確
定
申
告
会
場
」
で
受
付
で
き

ま
せ
ん
。

「
譲
渡
の
お
尋
ね
」
っ
て
？

　

土
地
・
建
物
な
ど
の
資
産
を
売

っ
て
得
た
所
得
は
「
譲
渡
所
得
」

と
し
て
、
確
定
申
告
が
必
要
に
な

り
ま
す
。（
金
銭
の
や
り
取
り
が

な
く
、
交
換
し
た
場
合
に
つ
い
て

も
、
同
様
に
申
告
を
し
な
け
れ
ば
、

税
法
上
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。）

　

譲
渡
所
得
に
は
多
く
の
特
別
措

置
が
あ
る
た
め
、
市
で
は
、
土
地

・
建
物
な
ど
を
譲
渡
ま
た
は
交
換

し
た
方
を
対
象
に
、
あ
ら
か
じ
め

確
定
申
告
の
前
に
、
そ
の
準
備
と

し
て
「
譲
渡
所
得
の
内
訳
書
」
の

作
成
等
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

　

な
お
、
税
務
署
に
直
接
申
告
さ

れ
る
方
や
税
理
士
な
ど
に
依
頼

さ
れ
る
方
の
お
越
し
は
不
要
で

す
。

※
内
容
に
よ
り
税
務
署
に
ご
案 

　

内
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

　

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

１
月
11
日
（
木
）・
12
日
（
金
）

　

午
前
の
部　

９
時
～
12
時

　

午
後
の
部　

13
時
～
16
時

■
場
所

　

市
役
所
１
階 

防
災
会
議
室

■
対
象
者

　

土
地
・
建
物
な
ど
を
譲
渡
あ
る

い
は
、
交
換
さ
れ
た
方
で
市
に
住

民
登
録
の
あ
る
方
。

※
市
か
ら
「
譲
渡
に
関
す
る
確
定

　

申
告
予
定
者
」
向
け
に
通
知
を

　

し
ま
す
が
、
そ
の
通
知
の
有
無

　

に
関
わ
ら
ず
土
地
・
建
物
な
ど

　

の
譲
渡
が
あ
っ
た
方
は
お
越

　

し
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物

　

売
買
契
約
書
・
取
得
費
や
売
買

に
要
し
た
費
用
の
領
収
書
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課 

市
民
税
担
当

　
　
（
内
線
１
５
３
～
１
５
５
）

　甲府税務署からのお知らせ

申告書にはマイナンバーの記載が必要です

本 人 確 認 書 類

　★ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方

マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
ご自宅等から e-Tax で送信すれば、本人確認書類の提示または写しの提出が不要です。

　★ マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちではない方は

番　号　確　認　書　類

《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》

●通知カード
●住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
　（マイナンバーの記載があるものに限ります。）

　などのうちいずれか 1 つ

身　元　確　認　書　類

《記載したマイナンバーの持ち主であること
を確認できる書類》

●運転免許証　●公的医療保険の被保険者証
●パスポート　●身体障害者手帳
●在留カード

などのうちいずれか 1 つ

国税に関するマイナンバー制度の最新情報は、国税庁ＨＰで確認できます。
　　　　　　　　　　　　　http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

■問い合わせ　甲府税務署　〒 400-8584　甲府市丸の内 1-1-18　甲府合同庁舎
　　　　　　　　　　　　　☎ 055ｰ254ｰ6105（代表）（自動音声でご案内しています。）

　所得税及び復興支援特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の申告書には、
「マイナンバー（個人番号）の記載」と「本人確認書類の提示または写しの添付」が必要です。

　
平
成
29
年
中
に
土
地
・
建
物
を
譲
ら
れ
た
方
へ

確
定
申
告
の
前
に
譲
渡
の
お
尋
ね
を
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助成金のご案内

　にらさきライフを応援します！

住まいるマイホーム支援事業

　市では、４月より、移住・定住のさらなる促進を図るこ
とを目的に、対象者を市内在住者まで拡大するとともに、
出産から子育て、結婚、親世代と同居などの様々なライフ
ステージや、空き家バンク登録物件、市内業者活用に対応
した助成加算区分を新設し、魅力ある『韮崎市住

す

まいるマ
イホーム支援事業』としてリニューアルを行います。

■主な受給条件
　・韮崎市内に定住することを目的として、住宅を取得または増改築リフォームした方
　・住宅の取得または増改築リフォーム後６か月以内に居住を完了している方
　・居住床面積 50 ㎡以上で、住居内に専用の玄関、台所、浴室、トイレ、居室がある
　・住宅の取得または増改築リフォーム後１年以内である

建物要件 新築・建売 ⑦増改築リフォーム ⑧中　古

住所要件 転入者 市内在住者 転入者 市内在住者 転入者 市内在住者

基 本 額 300,000 300,000 200,000 200,000 200,000 200,000

加
算
区
分
・
額

①子育て世帯 300,000 300,000 200,000 300,000 300,000 300,000

②新婚世帯 200,000 200,000 100,000 200,000 200,000 200,000

③転入世帯 300,000 － 200,000 － 300,000 －

④同居世帯 200,000 200,000 － － 200,000 200,000

⑤空き家バンク登録物件 － － － － 100,000 100,000

⑥市内業者活用 200,000 200,000 100,000 200,000 200,000 200,000

最大助成額 1,500,000 1,200,000 800,000 900,000 1,500,000 1,200,000
備　　　考 助成対象経費が最大助成額を下回る場合は、助成経費が上限となります。

（単位：円）■助成金額（基本額＋加算額）

最大助成金額
転入者　　　150万円！

市内在住者　120万円！

①住宅を取得または増改築リフォームしたときに満 18 歳以下の子（妊娠中を含む。）と同居する世帯
②韮崎市結婚新生活支援事業補助金交付要綱第７条に規定する補助金の交付決定を受けている世帯
③継続して転入前１年以上市外に居住した後に、転入して５年以内に住宅の取得、増改築リフォームをした世帯または住宅の取得、増改
　築リフォーム後６か月以内に転入した世帯
④申請者、直系尊属または直系卑属が住所変更を行い、申請者またはその配偶者と直系尊属または直系卑属が同一の住宅に居住するまた
　は同一若しくは隣接する土地に居住する世帯
⑤韮崎市空き家バンク制度要綱第４条に規定する空き家バンク登録台帳に登録された住宅
⑥韮崎市内に本社、支社、支店、営業所等を有する法人または韮崎市内で事業を営む個人事業者で日本標準産業分類に規定する次の業種
　（1）建築工事業（木造建築工事業を除く）　　（2）木造建築工事業　　（3）建築リフォーム工事業　　（4）建築設計業
　（5）建物売買業、  土地売買業　　（6）不動産代理業・仲介業
⑦本市に住所を有し、現に居住している住宅を新たに直系尊属または直系卑属の世帯と同居する目的で、修繕、改築、増築、模様替えま
　たは住宅機能向上のために行う補修、改造または設備の改善で工事費 200 万円以上のもの（除外経費有り）
⑧助成対象経費：土地取得に係る経費を除く住宅の取得費に５分の１を乗じて得た経費

※受給要件・加算要件の詳細はお問い合わせください。
■問い合わせ　建設課 管理担当（内線 246・247）

平成３０年４月からライフステージに対応した制度にリニューアル！

～韮崎市持家住宅定住促進助成制度　拡充のお知らせ～
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助成金のご案内

～韮崎市若者定住就職者家賃助成制度　創設のお知らせ～

　にらさきで頑張る若者を応援します！

ふるさとワークサポート事業

　市では、4 月より、若者の移住・定住を促進するとともに、新規立
地企業や市内事業者の人材確保を支援することを目的に、市外からの
就業に伴い市内の民間賃貸住宅に入居する 45 歳未満の定住者に対し、
家賃の半額を最長２年間助成する『ふるさとワークサポート事業』を
新たに創設します。

　最大助成金額

最大２万円を助成月々
２万円（上限月額）× 24か月（最長期間）＝ 48万円

　対象要件（基準日：平成 30年１月１日以降）
　・転入日において 45 歳未満の方
　・韮崎市内の事業所において現に就業している方
　・雇用保険法に規定する被保険者である方
　・定住の意思をもって転入日から継続して３か月を超えて韮崎市に住所を有する方
　・韮崎市内の民間賃貸住宅に家賃を支払い居住している方
　※一部対象外となる場合があります。詳細はお問い合わせください。

■助成金額（月額）　家賃月額（住居手当分を除く）× 1/2（千円未満切捨て）　※ ２万円上限
■助成期間　　支給開始月から起算して２年以内
■問い合わせ　商工観光課 商工労政担当（内線 216）

韮崎市持家住宅定住促進助成制度を利用して新築・中古住宅取得をお考えの皆さんへ

韮崎市内金融機関・住宅金融支援機構連携の住宅ローンをご存知ですか？

韮崎市内提携金融機関
山梨中央銀行・山梨県民信用組合
山梨信用金庫・甲府信用金庫
金利プランについては、各提携金融機関までお問い
合わせください。

韮崎市に新築・中古住宅を取得の際に通常の住宅ローンの金利より低利優遇を受けることができます。

住宅金融支援機構【フラット 35】子育て支援型・地域活性化型

当初５年間の借り入れ金利  年 0.25％引き下げ
ご相談は住宅金融支援機構または取扱金融機関までお問い合わせください。
※平成 30 年３月 31 日までは、現行の住宅金融支援機構の対象要件が適用されます。
■問い合わせ　企画財政課 人口対策担当（内線 358）

（若年子育て世帯）　 　（UIJ ターン）
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就学援助費支給

就学援助費〈新入学児童生徒学用品費〉を入学前に支給します
１．就学援助制度とは

２． 新入学児童生徒学用品費を受給できる方 （次の（1）から（3）のすべてに該当する方）

３．援助の内容
（１）支 給 額：40,600 円（小学校入学予定者）　47,400 円（中学校入学予定者）
（２）支給時期：３月上旬に指定口座に振込みます。

４．申請方法
■提出書類
　（１）平成 30 年度 就学援助費申請書（兼世帯票）新入学児童生徒学用品費用
　　　　（12 月末に送付した就学通知に同封してあります。）
　（２）添付書類
　　　・平成 29 年度所得課税証明書写し：世帯全員分（平成 29 年１月１日以降に韮崎市に転入された方）
　　　・２（１）の①、③～⑦を証明する書類の写し

■提出先　
　・小学校１年入学予定者 ⇒ 教育課 学校教育担当（市役所２階）へ持参または郵送
　・中学校１年入学予定者 ⇒ 在籍中の小学校へ提出

■提出期間 
　１月４日（木）から１月 31 日（水）必着
　※期日を過ぎた場合は、入学後に学校へお申し出いただき、就学援助費申請書を学校へ提出してください。
　　この場合は、平成 30 年度の課税状況等により審査し、他の支給項目と合わせて 10 月に支給します。

５．課税状況審査

問い合わせ　教育課 学校教育担当（内線 264）

　経済的な理由により、お子さんに義務教育を受けさせることが困難なご家庭に、学用品・給食費など学校
にかかる経費の一部を援助する制度です。
　韮崎市では、平成 30 年４月に小・中学校へ入学するお子さまの保護者で、就学援助の支給要件に該当する
と認定された方に対し、新入学児童生徒学用品費を入学前に支給します。

　就学援助費（新入学児童生徒学用品費）の認定を受けたお子さんについては、入学後にあらためて就学援
助費の申請手続きを行う必要はありません。
　ただし、平成 30 年度の課税状況等により、就学援助費の支給要件に該当しなくなった場合は、４月以降の
就学援助費（新入学児童生徒学用品費以外）の支給はされません。

（１）生活保護に準じた程度に困窮している世帯で、次のいずれかに該当する方。
　　 ※平成 29 年度の状況により審査します。
　　  ①生活保護が停止または廃止された方
　　  ②市町村民税が非課税の方
　　  ③市町村民税・個人事業税・固定資産税の減免措置を受けている方
　　  ④国民年金保険料の減免措置を受けている方
　　  ⑤国民健康保険税の減免措置を受けているまたは徴収猶予されている方
　　  ⑥児童扶養手当を受給されている方（児童手当とは異なります）
　　  ⑦生活福祉資金貸付制度による貸付を受けている方

（２）お子さんが平成 30 年４月に小・中学校へ入学予定の方
（３）韮崎市に住所を有している方（平成 30 年３月末日以前に韮崎市外へ転出される方を除く）
　　※平成 30 年３月末以前に韮崎市外へ転出する可能性がある場合は、入学前の申請をご遠慮ください。
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水道管の凍結・スポーツ少年団

Nirasaki広報にらさき

　寒波は水道管にとって大敵です

水道管の凍結・破裂にご注意を！

●こんな場所にある水道管は要注意！

　①家の北向きの日陰
　②戸外で風当たりの強い場所
　③水道管がむき出しのところ

●防寒対策はどうするの？
　水道管のむき出し部分や蛇口部分は破
裂しやすいので、上部まで完全に保温材
を巻きつけ、その上からビニールなどを
巻いて、保温材が濡れないようにしてく
ださい。
　保温材は市販の物もありますが、毛布
や布でも代用できます。

●凍ってしまったら？

　水道管にタオルや布をかぶせ、その上
から『ぬるま湯』をまんべんなくかけな
がら、ゆっくり気長に溶かしてください。
急に熱湯をかけると水道管や蛇口が破裂
しますのでご注意ください。
　それでも水が出ない場合は、蛇口を閉
めて自然に溶けるのを待ってください。

●破裂してしまったときには？

　水の噴出を止めるために宅地内の止水栓
（メータ付近）を閉め、お近くの水道工事指
定店または上水道工事協同組合に修理を依頼
してください。
※止水栓の場所が分からない場合には、破
裂した部分にタオルやビニールテープなどで
応急処置をして修理を依頼してください。
　なお、敷地内の止水栓から蛇口までの水道
施設の修理にかかる費用は、所有者の負担と
なりますので、くれぐれも水道管の凍結には
ご注意ください。

※年末年始の修理は、12 月の広報をご覧に
なり工事指定店へご連絡ください。

　■問い合わせ　韮崎市上水道工事協同組合
☎ 22-3136

　　　　　　　　上下水道課 水道管理担当
（内線 616・617）

　スポーツ少年団　団員募集！

　スポーツ少年団では、スポーツを通して一緒に活動する仲間を募集しています。
　入団をご希望の方、興味のある方は、ぜひお問い合わせください。（初心者・体験者も大歓迎です。）

詳しい情報は、市ホームページをご覧ください。

■問い合わせ　市スポーツ少年団本部 事務局（市営体育館内）☎ 22ｰ0498

　気温が上がらない日が続いたり、朝の冷え込みが厳しいとき（目安・マイナス４℃以下）、数日間留守をす
るときは、水道管が凍結しやすく、水が出なくなったり破裂したりすることがあります。お宅の水道管は大
丈夫ですか？寒波が到来する前に、保温材などで防寒対策されるようお勧めします。

種　目 スポーツ少年団 種　目 スポーツ少年団

野　球

韮崎すずらん野球スポーツ少年団
バレーボール

韮崎バレーボールスポーツ少年団

韮崎北東野球スポーツ少年団 韮崎球友バレーボールスポーツ少年団

韮崎北西野球スポーツ少年団 バスケットボール 韮崎バスケットボールスポーツ少年団

韮崎甘利野球スポーツ少年団 水　泳 穂坂水泳スポーツ少年団

剣　道 嵐峰会剣道スポーツ少年団
空　手

韮崎空手スポーツ少年団

柔　道 韮崎柔道スポーツ少年団 韮崎キッズ空手道スポーツ少年団

少林寺拳法 韮崎少林寺拳法スポーツ少年団
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まちづくりミーティング

的
を
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て
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し
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。
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、
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域
の
事
業
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と
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携

し
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、
地
域
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識
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れ
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よ
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し
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い
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た
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え
て
い
ま
す
。

施
設
長
　
西
田
　
遥
さ
ん

　

こ
の
１
年
間
で
約
１
，
５
０
０

名
の
中
高
生
と
実
際
に
関
っ
て
き

理
事
長
　
松
本
　
恵
子
さ
ん

　

河
原
部
社
で
は
こ
の
１
年
、
カ

ム
バ
ッ
ク
支
援
事
業
を
柱
と
し
て

業
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
中
高

生
が
韮
崎
市
に
愛
着
を
持
っ
て
、

大
切
に
思
う
気
持
ち
を
育
て
る
と

い
う
こ
と
と
、
韮
崎
市
の
中
で
若

者
が
い
き
い
き
と
活
躍
す
る
社
会

を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
い
う
目

て
感
じ
た
こ
と
は
、
中
高
生
は
親

や
先
生
以
外
の
大
人
、
つ
ま
り
第

３
の
大
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と
の
交
流
を
求
め
て
い

る
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感
じ
て
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ま
す
。
親
や
先
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話
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築
け
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色
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と
交
流
し
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い
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が
現
状
で
す
。
こ
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で
は
実
社

会
で
大
人
と
関
わ
れ
る
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会
を
提

供
し
、
信
頼
関
係
の
築
け
る
大
人

と
交
流
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

理
事
　
内
藤
　
恵
子
さ
ん

　

今
後
、
河
原
部
社
で
は
、
市
内

の
学
校
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
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保
護
者

は
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ア
キ
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よ
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が
行
な
わ
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て
い
る
か
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把

握
し
て
い
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思
っ
て
い
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、

実
際
は
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す
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学
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す
。
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当
初
は
、
大
学
生
が
中
高
生
に

関
わ
る
こ
と
が
目
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で
し
た
が
、

ミ
ア
キ
ス
の
Ｏ
Ｂ
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Ｏ
Ｇ
が
今
後

ど
の
よ
う
に
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わ
っ
て
い
く
か
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題
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と
思
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ま
す
。
Ｏ
Ｂ
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Ｇ
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あ
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わ
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理
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。
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人
と
関
わ
る
こ
と

で
、
外
に
出
る
よ
う
に
な
り
積
極

的
に
な
っ
た
子
も
い
ま
す
。
市
内

外
か
か
わ
ら
ず
、
様
々
な
分
野
の

大
人
と
関
わ
っ
て
、
中
高
生
の
力

を
引
き
出
す
場
に
す
る
こ
と
が
今

後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

韮
崎
市
長
　
内
藤
　
久
夫

　

若
者
が
地
域
の
方
々
等
と
交
流

す
る
た
め
に
も
、
学
校
と
の
連
携

は
非
常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
卒
業
し
て
い
っ
た

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
方
々
と
継
続
し
て

繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
今
後
の
課

題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
一
緒
に
若

者
の
活
躍
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

地
方
創
生
へ
の
取
り
組
み
が
本
格
化
す
る
な
か
、
本
市
で
は
若
い
世
代

が
進
学
や
就
職
を
転
機
と
し
て
市
外
へ
流
出
し
、
そ
の
ま
ま
市
外
定
住
す

る
こ
と
に
よ
る
、
若
い
世
代
の
人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
昨
年
の
10
月
に
ニ
コ
リ
の
地
下
に
「
ミ
ア
キ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

中
学
・
高
校
生
が
自
ら
住
む
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
深
め
、
将
来
的
に

ふ
る
さ
と
へ
回
帰
す
る
心
を
醸
成
す
る
「
に
ら
さ
き
愛
カ
ム
バ
ッ
ク
支
援

事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
、
ミ
ア
キ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
内
藤
市
長
が
ミ
ア
キ
ス
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
原
部
社
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
の
想
い
、
そ
し
て
今
後
の
課
題

～ 
河
原
部
社
の
１
年 

～ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
２
回
チ
ー
ム
韮
崎
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

河
原
部
社
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山交タウンコーチ・徘徊SOSネットワーク

Nirasaki広報にらさき

徘徊ＳＯＳネットワーク模擬訓練を実施！
　市では「認知症徘徊 SOS ネットワーク」が有機的に機
能できるかを検証するため、11 月２日（木）に、実際に
徘徊者役を立てた模擬訓練を実施しました。
　市内で「SOS ネットワーク登録者が行方不明になった」
と想定し、韮崎警察署に捜索を依頼し、マニュアルに基づ
き捜索協力機関である市内タクシー会社、郵便局、韮崎駅、
消防署に情報伝達し、捜索、発見、保護が可能か検証しま
した。
　当日は警察署により無事に徘徊者役が発見され、関係機
関の協力体制も有機的に機能したことが確認できました。

「認知症徘徊 SOS ネットワーク」とは？？
　市では徘徊により行方不明となった認知症の高齢者を早
期に発見し、安全を確保するとともに家族の負担軽減を図
るための「韮崎市認知症徘徊 SOS ネットワーク」を設置
しています。事前登録制になっていますので必要な方はご
相談ください。

■問い合わせ　介護保険課 介護支援担当　☎ 23ｰ4313
捜査協力機関からの連絡により、行方不明者役
が無事警察に保護される様子

新 韮崎営業所

旧 韮崎営業所　※現 韮崎市保健福祉センター

120

　山梨交通からお知らせ

山梨交通㈱韮崎営業所の移転について
　山梨交通㈱韮崎営業所が移転（図１）しました。移
転に伴い、山交タウンコーチが運行するバスの経路の
一部が変更となりました（図２）。なお、市民バスの
経路に変更はありません。

■バス営業所の移転に伴うバス停留所の名称変更等
　現在の「韮崎営業所」は「韮崎市保健福祉センター」
へ変更となり、運行経路の延伸先に「韮崎営業所」は
移転します。

■問い合わせ
　山交タウンコーチ韮崎営業所　☎ 22ｰ2511

図 1  移転場所

図 2  運行経路

韮崎市保健
福祉センター 韮崎市立病院 金剛寺韮崎自動車教習所

韮崎営業所

①
②

① 敷島経由甲府線

②
下教来石線、増冨温泉郷線、百観音線

浅尾・仁田平線

移転
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中谷環境保全会が知事賞を受賞

インターネットの使い方を学習

ＶＦ甲府の選手と一緒にサッカー！

小林一三没60年追想茶会

　11 月 25 日（土）、市民交流センターニコリで、韮崎市出身
の実業家・小林一三の没後 60 年に合わせた追想茶会が開かれ
ました。
　一三を偲び、故人を敬い慕う意味がある「供茶」が行われた
後、会場へ訪れた方々へ抹茶がふるまわれました。「逸翁・耳
庵研究所」所長の向山建生氏による一三の茶人としての生涯に
関する講演会もあり、多くの方々が耳を傾けていました。

　11 月 13 日（月）、清哲町の中谷環境保全会が多面的機能増
進活動表彰山梨県知事賞を受賞しました。これは農業の営み
や地域の共同活動により水田や果樹園などの景観の形成や多
様な生物を育む場を生み出すなどの、農家の皆さんの維持活
動に対して送られるものです。中谷環境保全会では、都会か
ら田んぼのオーナーを募集する「棚田オーナー制度」や遊休
地に菜の花を植栽する活動を行っています。

　11 月 27 日（月）、韮崎北東小学校の４～６年生の児童を対
象に、インターネットやスマートフォンのトラブルにならな
い使い方を学ぶ「セーフティ教室」が開かれました。
　これは、山梨消費生活研究会連絡協議会が主催したもので、
インターネットで発生するトラブルの事例から、正しい利用
方法について呼びかけました。

　11 月 23 日（木）、韮崎市サッカー協会主催で、韮崎市サッ
カー祭り・韮崎市長杯争奪少年サッカー大会が開催されまし
た。当日は、ヴァンフォーレ甲府の石原克哉選手ら 5 選手と
の交流試合が行われ、参加した子どもたちは、憧れの選手と
一緒にサッカーをすることができ非常に喜んでいました。そ
の後のサイン会では、サッカーボールなどにサインしてもら
う様子が見られ、子どもたちは目を輝かせていました。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク

　
　

コ
メ
ン
ト
の
募
集　

　

平
成
30
～
32
年
度
を
期
間
と

す
る
①
「
韮
崎
市
第
７
期
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
」
並
び
に
②
「
韮
崎
市
第

５
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
韮
崎

市
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計

画
」
の
素
案
に
つ
い
て
、
広
く

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
提
出
期
間　

１
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　

～
２
月
13
日
（
火
）

■
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
介
護
保

　

険
課
・
福
祉
課
・
情
報
公
開

　

コ
ー
ナ
ー

■
提
出
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
意
見
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、

各
課
窓
口
持
参
に
よ
り
提
出

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー 

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

①
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
担
当

（
内
線
７
０
５
１
）

②
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
担
当

（
内
線
１
８
２
）

２
２ｰ

８
４
７
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kaigo@
city.nirasaki.lg.jp

fukushi@
city.nirasaki.lg.jp
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にらさき遺産めぐり

   
知っ得！食育ひろば　ー食改推の簡単レシピ！ー

「ブロッコリーのナッツサラダ」
ご存知ですか？
　ブロッコリーはビタミンＣや葉酸、ビタミンＢ群、食物
繊維などの栄養素が豊富に含まれる緑黄色野菜です。ソー
スはマヨネーズとプレーンヨーグルトを合わせヘルシーに
仕上げ、たくあんの塩気とナッツのコクを活かし満足感が
得られる工夫をしています。

【
作
り
方
】

①
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
小
房
に
分 

　
け
、
熱
湯
で
茹
で
ザ
ル
に
あ
げ

　
る
。
大
根
は
千
切
り
、
ミ
ニ
ト

　
マ
ト
は
横
半
分
に
切
る
。

②
た
く
あ
ん
・
ミ
ッ
ク
ス
ナ
ッ
ツ

　
は
粗
く
刻
み
、
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー

　
グ
ル
ト
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
加
え

　
混
ぜ
合
わ
せ
、
塩
コ
シ
ョ
ウ
で

　
味
を
調
え
る
。

③
器
に
①
の
野
菜
を
盛
り
込
み
、

　

②
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
ソ
ー
ス
を
か

　

け
る
。

【
栄
養
量 

（
１
人
分
）】

　

エ
ネ
ル
ギ
ー　

61
㌔
㌍

　

食
塩
相
当
量　

０
．３
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課 

健
康
増
進
担
当

　
　
　
　
　

 

☎
２
３
ー

４
３
１
０

26

に
ら
さ
き
遺
産
め
ぐ
り
● 

　
●

第

回

にらみん

【材料（４人分）】
  ・ブロッコリー ････････････ 120g
  ・大根 ････････････････････ 120g
  ・ミニトマト ･･････････････ ４個

〈ヨーグルトソース〉
  ・プレーンヨーグルト ････ 大さじ２
  ・マヨネーズ ････････････ 大さじ１
  ・たくあん ･････････････････ 30g　
  ・ミックスナッツ（無塩）････ 10g
  ・塩コショウ ･･･････････････ 少々

元
旦
に
カ
ラ
ス
で
豊
作
占
い

 

～ 
当
麻
戸
神
社
の
パ
ワ
ー

　
　  
ス
ポ
ッ
ト
・
御
供
石 

～

　

カ
ラ
ス
と
い
う
と
黒
く
て
不
気

味
に
思
う
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
実
は
神
様
の
使
い
と
し
て

登
場
す
る
こ
と
が
意
外
と
多
い
も

の
で
す
。
た
と
え
ば
、
八
咫
烏（
ヤ

タ
ガ
ラ
ス
）、
日
本
サ
ッ
カ
ー
チ

ー
ム
の
エ
ン
ブ
レ
ム
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
て
、
勝
利
を
も
た
ら
す
神

様
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

藤
井
町
の
当
麻
戸
（
と
う
ま
と
）

神
社
に
は
、
カ
ラ
ス
と
関
係
の
深

い
大
き
な
岩
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

名
は
、
御
供
石
（
ご
く
う
い
し
）

で
す
。
高
さ
３
ｍ
ほ
ど
、
周
り
は

12
ｍ
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
池
の
中

に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
こ
の
岩
を

使
っ
て
、「
烏
飼
の
神
事
（
か
ら

す
か
い
の
し
ん
じ
）」
と
い
う
珍

し
い
お
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日
の
元
旦
に
、
こ
の
岩

の
上
に
お
供
え
物
を
供
え
て
お
く

と
、
羽
根
に
白
い
斑
模
様
の
あ
る

カ
ラ
ス
が
く
わ
え
て
飛
び
立
ち
、

神
田
（
し
ん
で
ん
・
神
社
が
持
っ

て
い
る
田
ん
ぼ
）
に
運
び
ま
す
。

神
田
は
上
・
中
・
下
に
分
か
れ
て

い
て
、
お
供
え
物
を
カ
ラ
ス
が
ど

こ
に
置
く
か
で
、
そ
の
年
が
豊
作

に
な
る
か
ど
う
か
を
占
っ
て
、
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
た
と
い
う
も
の

で
す
。
先
人
た
ち
が
岩
か
ら
パ

ワ
ー
を
感
じ
取
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　

当
麻
戸
神
社
境
内
の
石
碑
に
は
、

日
本
三
大
烏
飼
い
霊
場
と
し
て
、

広
島
県
宮
島
の
厳
島
神
社
と
長
野

県
の
戸
隠
神
社
と
と
も
に
崇
拝
さ

れ
た
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、宮
島
で
は
「
御
烏
喰
式
」

と
い
う
神
事
が
行
わ
れ
て
い
て
、

参
加
者
は
１
年
の
幸
運
を
授
か
る

こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

戸
隠
を
中
心
に
し
て
周
辺
で
は
、

「
か
ら
す
踊
り
」
と
い
う
民
俗
芸

能
が
今
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を

探
し
て
、
１
年
分
の
パ
ワ
ー
を
授

か
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
　
（
文
化
財
担
当　

閏
間
俊
明
）
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餅
つ
き
大
会
（
無
料
）

　

新
春
恒
例
餅
つ
き
大
会
を
開
催

し
ま
す
！
つ
い
た
お
餅
は
み
ん
な

で
お
汁
粉
に
し
て
試
食
し
ま
す
！

子
供
餅
つ
き
体
験
も
あ
り
ま
す
☆

■
期
間　

１
月
６
日
（
土
）

　

14
時
～　

※
３
臼
つ
き
ま
す

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　

共
用
ス
ペ
ー
ス

■
餅
つ
き
体
験
チ
ケ
ッ
ト
配
布

　

１
月
６
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～

　

ニ
コ
リ
１
階 

総
合
受
付

※
チ
ケ
ッ
ト
が
な
く
な
り
次
第
終

　

了
し
ま
す

お
す
も
う
さ
ん
と
豆
ま
き

（
無
料
）

　

ニ
コ
リ
に
お
す
も
う
さ
ん
や
鬼

が
や
っ
て
き
ま
す
！
一
年
の
無
病

息
災
を
願
い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
３
日
（
土
）

※
詳
細
な
時
間
は
館
内
の
チ
ラ
シ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　

共
用
ス
ペ
ー
ス

■
協
力　

雲
岸
寺
成
田
講
節
分
会

「
平
成  30
年
！  30
の
本
集
め

ま
し
た
！
」
展
示

　

い
よ
い
よ
平
成
も
30
年
に
な
り

ま
す
ね
。
け
れ
ど
天
皇
陛
下
の
生

前
退
位
に
よ
り
、
新
元
号
に
変
わ

る
事
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

貴
重
な
「
30
」
と
い
う
数
字
。
書

籍
に
も
意
外
と
多
く
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
30
秒
、
30
分
、
30
代
…
…

様
々
な
「
30
」
を
集
め
ま
し
た
。

平
成
30
年
の
幕
開
け
と
と
も
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間　

１
月
４
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

～
１
月
30
日（
火
）

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
穂
坂
の
ワ
イ
ン
を
楽
し
む
」

　

大
村
記
念
図
書
館
で
は
、
ワ
イ

ン
関
連
の
本
の
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
韮
崎
市
商
工
会

と
共
催
で
、
小
淵
沢
で
小
牧
ヴ
ィ

ン
ヤ
ー
ド
を
運
営
さ
れ
、
ワ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い

る
ソ
ム
リ
エ
の
小
牧
康
伸
さ
ん
に

お
は
な
し
い
た
だ
き
ま
す
。
ワ
イ

ン
の
試
飲
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
講
師　

小
牧　

康
伸 

氏

　
　
　
　
（
シ
ニ
ア
ソ
ム
リ
エ
）

■
日
時　

１
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分   

■
定
員　

50
人
程
度（
申
込
不
要
）

■
参
加
費　

無
料

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

図
書
館

  de
恋
活

　

～
本
命
を
探
し
に

　
　
　
　
　
　

来
ま
せ
ん
か
～

■
主
催

　

韮
崎
市
立
大
村
記
念
図
書
館

■
企
画
運
営
協
力

　

婚
活
de
八
ケ
岳
推
進
委
員
会

■
日
時　

１
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

12
時
～
20
時

■
場
所

　

韮
崎
市
立
大
村
記
念
図
書
館

■
参
加
費　

男
性
７
千
円

　
　
　
　
　

女
性
７
千
円

■
定
員　

男
女
各
12
名

　
　
　
　
（
男
女
各
５
名
以
下
の

　
　
　
　

場
合
は
中
止
）

■
応
募
資
格　

図
書
館
と
本
が
好

　
　
　
　
　
　

き
な
独
身
男
女

　
　
　
　
　
　

男
性
25
～
39
歳　

　
　
　
　
　
　

女
性
20
～
35
歳

■
申
込

　

婚
活
de
八
ケ
岳
推
進
委
員
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://konkatsu8.com
/

■
締
切　

１
月
17
日
（
水
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

　

な
り
ま
す
。

朗
読
の
つ
ど
い
（
無
料
）

　

１
月
は
市
内
３
つ
の
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
出
演
で
す
。

■
日
時　

１
月
20
日 

（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
２
階
会
議
室
９

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

　
「
海
の
見
え
る
理
髪
店
」

荻
原　
　

浩 

作

朗
読　

渡
邊
恵
美
子 

氏

　
「
夜
の
雪
」

藤
沢　

周
平 

作

朗
読　

小
山
喜
美
子 

氏

　
「
梅
の
蕾
」

吉
村　
　

昭 

作

朗
読　

小
澤　

保
子 

氏

ま
な
び 

ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

つ
な
『
し
ゃ
べ
ら
ん
会
』

　
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ
な
」
は
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
企
画
す
る
市

民
の
た
め
の
サ
ロ
ン
で
す
。
毎
月

第
２
木
曜
日
に
気
楽
で
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
の
会
を
開
い
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

１
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
会
議
室
２

　
　
　
　
（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

■
定
員　

な
し
（
申
込
不
要
）

■
参
加
費　

無
料

ま
な
び 

ｎ
ｏ
サ
ロ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

つ
な
『
み
ん
な
で
歌
お
う
♪
』

　

昨
年
に
続
き
、「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
つ

な
」
が
童
謡
や
唱
歌
を
歌
う
会
を

開
き
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
歌

い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

２
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

ニ
コ
リ
３
階

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
定
員　

40
名

■
講
師　

合
唱
指
導
者　

星　

ひ
ろ
美 

氏

■
参
加
費　

無
料

■
申
込　

１
月
９
日
（
火
）
受
付

中
央
公
民
館
健
康
講
座

『
ハ
ー
ブ
の
楽
し
み
』

～
季
節
の
ハ
ー
ブ
の
効
能
と
楽

し
み
方
～

　

香
り
高
い
ハ
ー
ブ
は
、
心
を
癒

し
健
康
へ
の
効
果
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
数
種
類
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ

の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
、
ハ
ー
ブ

の
効
能
や
楽
し
み
方
を
学
ぶ
講
座

で
す
。

■
日
時　

２
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

ニ
コ
リ
１
階 

調
理
室

■
定
員　

16
名

■
講
師　

Ｊ
Ｈ
Ｓ
ハ
ー
ブ
イ
ン
ス

　

ト
ラ
ク
タ
ー  

神
宮
寺
恭
子 

氏

■
参
加
費　

４
０
０
円

　
　
　
　
　
（
材
料
費
実
費
）

■
申
込　

１
月
９
日
（
火
）
受
付

　

問
合
せ
☎
２
２

－

１
１
２
１

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

ニ
コ
リ 

イ
ベ
ン
ト

　

問
合
せ
☎
２
２

－

４
９
４
６

大
村
記
念
図
書
館

  

問
合
せ
☎
２
０

－

１
１
１
５

中
央
公
民
館
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年
始
は
１
月
４
日（
木
）よ
り

開
館
し
ま
す

　

１
月
４
日
（
木
）
は
「
な
ん
に

も
な
い
ひ
ろ
ば
」
空
っ
ぽ
の
ひ
ろ

ば
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
一
日
か
け
て

お
も
ち
ゃ
な
ど
を
出
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
た
め
十
分
に
設
置
が
で

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

ブ
ロ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
連
動
企
画

平
成

  30
年
新
春
福
引
き
大
会

　

今
年
も
楽
し
い
こ
と
い
っ
ぱ
い

の
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…

さ
ぁ
、
福
引
大
会
で
運
試
し
！

■
期
間　

１
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　

～
１
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
～
14
時

■
参
加
方
法

　
「
に
ら
ち
び
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
」

内
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
お
答
え
く
だ

さ
い
。（
お
一
人
様
１
回
限
り
）

に
ら
★
歩
歩
く
ら
ぶ

若
宮
八
幡
宮
に
初
詣
に
い
こ

う
！
（
要
申
込
）

　

新
た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
年
、
初

詣
は
か
か
せ
ま
せ
ん
！
神
社
の
境

内
で
ケ
ロ
ケ
ロ
隊
の
作
っ
た
甘
酒

も
召
し
上
が
れ
♪

■
日
時　

１
月
11
日
（
木
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
集
合
場
所　

ニ
コ
リ
１
階

　
　
　
　
　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
下

■
対
象　

未
就
学
児
の
親
子
20
組

■
持
ち
物　

水
分
、
お
賽
銭
、
抱

　

っ
こ
ひ
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど

の
っ
ぽ
っ
ぽ

ど
ん
ど
ん
焼
き
＆
お
団
子
作
り

（
要
申
込
）

■
日
時　

１
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
14
時

■
場
所　

の
っ
ぽ
っ
ぽ
の
畑

※
集
合
は
韮
崎
中
央
公
園
Ｓ
Ｌ
側

　

駐
車
場

■
参
加
費　

大
人
１
人
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
無
料
）

※
要
予
約
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　

電
話
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
☎
２
３

－

７
６
７
６

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
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②
消
耗
品
の
交
換

　

電
極
パ
ッ
ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー
等

の
消
耗
品
は
、
適
切
に
使
用
で
き

る
よ
う
こ
ま
め
に
交
換
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
使
用
期
限
が
す
ぐ
わ

か
る
よ
う
に
表
示
ラ
ベ
ル
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課 

健
康
増
進
担
当

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

自
動
車
事
故
被
害
者
等
へ
の

支
援
制
度
に
つ
い
て

　

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
事
故

（
被
害
・
加
害
・
自
損
問
わ
ず
）

に
よ
り
、
脳
、
脊
髄
、
胸
腹
部
臓

器
を
損
傷
し
、
重
度
後
遺
障
害
に

遭
わ
れ
た
被
害
者
に
対
し
「
独
立

行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機

構
」
か
ら
障
害
程
度
に
応
じ
て
介

護
料
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

事
故
に
よ
り
保
護
者
が
亡
く
な
ら

れ
た
り
、
重
度
後
遺
障
害
を
負
っ

た
家
庭
（
生
活
困
窮
家
庭
）
の
お

子
様
（
中
学
卒
業
ま
で
）
に
対
し

て
、
無
利
子
で
生
活
資
金
の
貸
付

も
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
介
護
料
の
支
給

・
常
時
要
介
護
の
方

　

月
額
５
８
，
５
７
０
円
～

１
３
６
，
８
８
０
円

平
成

  30
年
成
人
式
の
ご
案
内

　

成
人
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
輝
か
し

い
門
出
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
成

人
式
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
７
日
（
日
）

■
受
付　

12
時
30
分
～

■
式
典　

13
時
30
分
～

■
場
所　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

　

式
典
終
了
後
、
記
念
撮
影
、
成

人
式
実
行
委
員
会
企
画
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
課 

生
涯
学
習
担
当

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
６
７
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
所
有
者
・
管
理
者
は
、

日
ご
ろ
の
維
持
管
理
が
大
切
で
す

　

救
命
救
急
時
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
用
す
る

場
合
、
管
理
・
点
検
の
不
備
等
に

よ
り
、
正
常
に
機
器
が
作
動
し
な

い
等
の
こ
と
が
な
い
よ
う
に
適
切

な
維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
日
常
点
検
で
の
確
認
事
項

①
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー
の
確
認

　

正
常
に
動
く
か
ど
う
か
を
示
す

た
め
の
ラ
ン
プ
や
画
面
が
付
い
て

い
ま
す
。
表
示
内
容
を
確
認
し
、

記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
知
ら
せ

・
随
時
要
介
護
の
方

　

月
額
２
９
，
２
９
０
円
～　
　

　
　
　
　
　
　

５
４
，
０
０
０
円

■
交
通
遺
児
等
へ
の
無
利
子
貸
付

・
貸
付
金
一
時
金

　
　
　
　
　

１
５
５
，
０
０
０
円

　

月
額　
　
　

２
０
，
０
０
０
円

　

入
学
支
度
金
４
４
，
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

　

策
機
構　

山
梨
支
所　

被
害
者

　

援
護
業
務
担
当

☎
０
５
５ｰ

２
６
２ｰ

１
０
８
８

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）
が
サ
ポ
ー
ト
！

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
等
入

学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持

ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。

■
融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ

　
　
　
　
　

き
３
５
０
万
円
以
内

■
金
利　

年
１
．
８
％

　
　
　
　

母
子
家
庭
の
方
な
ど
は

　
　
　
　

年
１
．
41
％

　
　
（
平
成
29
年
９
月
26
日
現
在
）

■
返
済
期
間　

15
年
以
内

　
　
　
　
　
　

母
子
家
庭
の
方
な

　
　
　
　
　
　

ど
は
18
年
以
内

※
詳
細
は
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　

で
検
索
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０ｰ

０
０
８
６
５
６

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３ｰ

５
３
２
１ｰ

８
６
５
６

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
制
度
の

募
集
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
市
内
各
所
の
公
園
等

の
公
共
施
設
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
美
化
活
動
を
し
て
い
た
だ

け
る
個
人
又
団
体
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

清
掃
に
必
要
な
用
具
の
支
給
や
、

保
険
料
等
の
加
入
費
に
つ
き
ま
し

て
も
市
で
支
出
し
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ま
の
積
極
的
な
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課 

都
市
計
画
担
当

　
　
　
（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

在
職
者
職
業
訓
練
「
能
力
開
発

セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
者
募
集

　

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
「
フ
ァ
イ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
入

門
講
座
」
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す（
平
成
30
年
３
月
開
講
）。
保
険
、

住
宅
、
金
融
商
品
、
社
会
保
障
等

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

　

そ
の
他
仕
事
に
役
立
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
講
座
を
通
年
で
行
っ
て
い

ま
す
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

広　報
にらさき

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５ｰ

２
５
１ｰ

３
２
１
０

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.pref.

　

yam
anashi.jp/shugyo/

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
学
生
募
集

　

山
梨
県
の
高
齢
者
生
涯
学
習
の

場
で
あ
る
「
山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学

院
」
で
は
、
平
成
30
年
度
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
修
業
年
限　

２
年
（
１
年
間
で

　
　
　
　
　
　

25
講
座
実
施
）

■
講
座
日　

原
則
と
し
て
火
曜
日

　
　
　
　
　
（
月
平
均
２
回
）

■
出
願
受
付　

２
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

～
３
月
15
日（
木
）

※
入
学
案
内
・
募
集
要
項
は
市
役

　

所
、
公
民
館
、
図
書
館
で
配
付

　

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

　

☎
０
５
５ｰ

２
３
３ｰ

６
９
４
７

「
全
国
一
斉
生
活
保
護
１
１
０

番
」
を
開
催

　

山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

と
全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

は
、
生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
と

面
談
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時　

１
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時

　

相　

談

　

募　

集



19 Information広報にらさき19

　

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
相
談
日
時
を
予
約

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
締
切　

３
月
６
日
（
火
）
15
時

■
問
い
合
わ
せ

　

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援

　

セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
５
３ｰ

２
２ｰ

１
３
７
８

　

０
５
５
３ｰ

２
２ｰ

６
４
１
９

立
ち
上
が
る
子
ど
も
た
ち
の

勇
気
と
奮
闘
の
物
語
『
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
戦
争
』
を
講
演

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

ホ
ー
ル
で
は
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ（
株
）と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）

の
締
結
を
記
念
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
戦
争
』
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時　

２
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
開
演

　
　
　
　
（
開
場
13
時
30
分
～
）

■
場
所　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル

■
料
金　

無
料
・
全
席
自
由

■
要
入
場
整
理
券　

１
月
16
日

　
（
火
）　

９
時
配
布
開
始

※
整
理
券
配
布
場
所　

教
育
課
・

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル
・
イ
イ
ノ
楽
器

■
対
象　

韮
崎
市
民
お
よ
び
韮
崎

　

市
に
通
園
・
通
学
・
通
勤
す
る

　

方
、
ま
た
は
そ
の
家
族

■
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０ｰ

０
５
２ｰ

０
８
８

※
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
。

■
会
場　

山
梨
県
司
法
書
士
会
館

　

甲
府
市
北
口
１ｰ
６ｰ

７

※
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳

　

守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

☎
０
５
５ｰ

２
５
３ｰ

６
９
０
０

春
の
「
き
こ
え
」
と

　
　
　
「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

　

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ

と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
の
あ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

～
３
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　

９
時
～
17
時

■
場
所　

県
立
ろ
う
学
校

　
　
　
（
山
梨
市
大
野
１
０
０
９
）

■
対
象　

０
歳
児
か
ら
大
学
生

■
相
談
内
容

・「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

　

関
す
る
悩
み
の
相
談

・「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

　

不
安
の
あ
る
お
子
さ
ま
へ
の
か

　

か
わ
り
方
に
つ
い
て
（
育
児
相

　

談
）

・「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」
に

　

不
安
の
あ
る
お
子
さ
ま
の
生
活

　

や
学
習
に
つ
い
て（
教
育
相
談
）

・
聴
力
測
定

・
補
聴
器
相
談

■
申
込
方
法　

事
前
に
電
話
ま
た

■
問
い
合
わ
せ

・
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

☎
２
０ｰ

１
１
５
５

・
教
育
課 

生
涯
学
習
担
当

　
　
　
（
内
線
２
６
７
・
２
６
８
）

ワ
ン
ア
ッ
プ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集
！

　

減
塩
や
食
事
バ
ラ
ン
ス
な
ど
日

頃
の
食
生
活
を
一
緒
に
見
直
し
て

い
き
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
家
庭
で

飲
ま
れ
て
い
る
味
噌
汁
な
ど
の
汁

物
を
ご
持
参
頂
く
と
、
塩
分
の
濃

さ
を
確
認
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

２
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時
30
分

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
成
人
男

　
　
　
　
　

女　

16
名（
先
着
順
）

■
内
容

　
・
豚
肉
の
し
ょ
う
が
焼
き

　

・
春
雨
サ
ラ
ダ　

他
２
品

■
参
加
料　

無
料

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　

筆
記
用
具
、
ご
自
宅
の
み
そ
汁

　

等
の
汁
物
（
希
望
者
の
み
）

■
締
切　

１
月
26
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
会
事
務

　

局
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
２
３ｰ

４
３
１
０

み
そ
作
り
体
験
教
室
開
催

　

穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
運
営

協
議
会
は
、
農
業
収
穫
物
で
あ
る
、

大
豆
を
使
い
発
酵
食
品
で
あ
る
、

「
み
そ
作
り
体
験
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

１
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～

■
場
所　

穴
山
町
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

　

ル
（
穴
山
町
４
４
８
７ｰ

１
）

■
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

■
費
用　

２
，
０
０
０
円

　
　
（
作
成
味
噌
４
㎏
、
昼
食
付
）

■
持
ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン

　
　
　
　
　

等
作
業
で
き
る
服
装

■
締
切　

１
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　

定
員
に
な
り
次
第
終
了

■
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
館
長（
伊
藤
）

☎
０
９
０ｰ

２
２
４
５ｰ

１
２
４
０

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
開
催

■
日
時　

１
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

２
月
10
日
（
土
）

■
場
所　

サ
ン
メ
ド
ウ
ズ
清
里

　
　
　
　

ス
キ
ー
場

■
対
象　

韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

会
員
及
び
韮
崎
市
在
住
及
び
通

　

勤
さ
れ
て
い
る
方

※
集
合
場
所
・
時
間
等
は
参
加
者

　

へ
ご
案
内
し
ま
す
。

■
参
加
費　

１
人
５
０
０
円

■
指
導
者　

韮
崎
市
ス
キ
ー
連
盟

　

イ
ベ
ン
ト

■
内
容　

午
前
と
午
後
２
時
間
づ

　

つ
の
初
心
者
か
ら
レ
ベ
ル
に
合

　

っ
た
コ
ー
ス
で
指
導
を
し
て
い

　

た
だ
け
ま
す
。

■
締
切　

両
日
と
も
に
１
週
間
前

　
　
　
　

ま
で 

※
リ
フ
ト
代
・
昼
食
・
用
具
の
ご

　

用
意
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
保
険
に
つ
き
ま
し
て
は
、
手
当

　

し
ま
す
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て

　

は
保
護
者
の
責
任
の
も
と
各
自

　

の
保
険
に
て
対
応
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
・

２
１ｰ

２
２
５
５

★
１
月
17
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」。
災
害
へ
の
備
え
を
充
実
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

●国民健康保険より
12 月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）は、
153,500,888 円（前年同月比 2.01% 減）で、１人あたりの
保者負担額は、21,490 円（前年同月比 2.10% 増）でした。
引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください。  

●市の人口　12 月１日現在　　      　　　  　（前月比）
　男  14,988 人（うち外国人 234 人）	  3 人減
　女  15,099 人（うち外国人 288 人）	 27 人減
　計  30,187 人（うち外国人 522 人）	 30 人減
　世帯数　12,669 世帯	 ２世帯減

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
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